










毎年 12月に「成果発表会」を実施しています。人間健康科学副
専攻コースでは、卒業論文の提出ではなく、プレゼンテーション形
式で自分の研究内容を発表します。対面でのポスター発表もしくは
オンライン形式の発表となります。
これまでの特別研究題目は 17ページをご参照ください。

成果発表会

（４）特別研究と成果発表について

3 年次または 4年次に、希望する研究室を選択し、特別研究を行
います。どちらの学年で行うかは、4年次の主専攻での活動や就職
活動等の忙しさにより判断します。ここ最近は 3年次に履修する学
生さんが過半数を占めています。
指導教員の先生と相談して、例えば夏休みの自由研究のように、

限られた期間に集中して研究を進めたり、あるいは週１回の決まっ
た時間で定期的に研究するなど、それぞれ研究室のやり方がありま
すので相談しながら決めることができます。

特別研究
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４．開講科目の紹介

人間健康科学副専攻コースで提供されている科目を紹介します。

（１）科目一覧

科目名 単位 備考 科目名 単位 備考

教養科目群及び基盤科目群 専門教育科目

エクササイズ科学 2 人間健康科学概論 2 必修

認知と行動 2 応用神経科学 2

行動生理学＊３ 2 健康科学と生命工学 2

生体機能調節学 2 環境生理生化学 2

スポーツ · 健康と脳科学 2 運動処方論 2

運動生命医科学 2 認知行動学 2

スポーツ栄養学 2 行動神経科学 2

スポーツバイオロジー 2

スポーツ心理学 2 集中

健康増進論 2 集中＊1

運動分子生物学 2 集中＊1

先端健康医科学 2 集中

スポーツ機能解剖学 2 集中

運動生理学 2 集中＊1

代謝栄養学実習 2 集中

脳機能生理学 2 集中＊2

運動と栄養 2 集中＊2

発達の心理と健康 2 集中＊2

人間健康科学特別研究 I 4

人間健康科学特別研究 II 4

 
＊１：奇数年度科目
＊２：偶数年度科目
＊３：2026年度をもって開講終了予定

66



 オススメ！

（２）多様な履修プランの提案
人間健康科学副専攻コースの大きな特徴の一つは、学生が自分の興味に応じて自由に授業を選択できる点です。つまり、

各学生の個々の興味に応じて、どのように単位を取得しても良いという柔軟なカリキュラムが提供されています。
下記はモデルプランの科目履修例です。

本授業では、「感覚 ·知覚 ·認知に関する心理学の知識を学ぶことで、運動を変えることができる」ということを、心
理学や認知科学、身体運動科学の知識に基づいて解説します。緊張による失敗やヒューマンエラーなど、社会的関心の
高いトピックを取り上げ、その背後にある脳の情報処理について考えていただく機会を提供します。

選択必修（6単位以上）：

 必修（2単位）：

 必修（8単位）：

 選択必修（10単位以上）：

 〇認知と行動　〇行動生理学　〇スポーツ・健康と脳科学

〇人間健康科学概論

〇人間健康科学特別研究Ｉ· II

〇認知行動学　〇スポーツ心理学　〇行動神経科学
〇発達の心理と健康　〇応用神経科学　〇脳機能生理学

認知行動学（後期火曜2時限）

こころの不思議について学びたい！ Plan 1
 教養科目群及び基盤科目群

 専門教育科目

身体感覚：錯覚現象から学ぶ
こころの緊張と失敗：なぜパフォーマンスが低下するのか
ブラインドサッカー：視覚遮断の中でボールを操作する
エラーを引き出すデザイン？：アフォーダンスの観点から

講義テーマ例

日常に密着しつつ、新たな気付きを入れてくれる授業で、非常に面白かった。
日常をより楽しめたり生きやすくしたりする方法を教えてもらったように感じる。
こころの緊張と失敗の講義では、今まで自分が持っていた悩みを整理させてくれ、向き合うきっかけをつくってくれた。
デザインとヒューマンエラーの授業から、誰もが使いやすいデザインを探究したいと強く感じた。

教室で行う座学の授業では、様々なデモンストレーションを準備しており、単に講義を聞くだけでなく、体験的に
学ぶ工夫をしています。さらに本授業では、体育館でブラインドサッカーの体験授業を用意しています。ダイナミッ
クに体を動かしながら、空間移動やボール操作における視覚情報がもつ意味について考えてもらいます。（樋口貴広）

受講者の声

担当教員から
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選択必修（6単位以上）：

 必修（2単位）：

 必修（8単位）：

 選択必修（10単位以上）：

〇生体機能調節学　〇運動生命医科学　〇行動生理学　〇スポーツ ·健康と脳科学

〇人間健康科学概論

〇人間健康科学特別研究Ｉ· II

〇健康科学と生命工学　〇先端健康医科学　〇行動神経科学
〇環境生理生化学　〇運動生理学　〇脳機能生理学
〇運動分子生物学　〇代謝栄養学演習　〇応用神経科学

生理生化学の応用の可能性を学びたい！ Plan 2
 教養科目群及び基盤科目群

 専門教育科目

 オススメ！ 健康科学と生命工学 （前期火曜1時限）

本授業では、健康科学の研究を進めるために必要な基礎を学びます。健康科学の基本的な考え方に加えて、研究で欠
かせない生物学や分子生物学の基礎を学んだ上で、健康科学の研究を進めるために必要な実験の基本原理を修得します。
また、それをどのように応用研究へ発展させるかについても学びます。将来、研究者や開発者として健康科学の分野で
活躍できるよう、必要な知識や技術の基礎を修得することを目指します。

研究とは？：健康科学の研究はどのように進めるかの基礎を学ぶ。
遺伝子 · タンパク質とは？：解析の基礎と健康科学への応用を学ぶ。
バイオテクノロジーと健康科学：健康科学に活かされている最新の技術について学ぶ。

講義テーマ例

ゲノムや遺伝子の基本的なことから、研究についての応用的な部分まで幅広い知識を身につけることができて、良
い経験になりました。副専攻を取っていない人にも受けてほしい授業だと思います。
主専攻の専門授業でも学べないような具体的な研究手段について知ることができて、とても良かったです。
専門的なところは難しい部分もありましたが、身近な現象や話題にも触れてくださったので、楽しく授業に参加す
ることができました。

生命工学というと、生物学をしっかり学んだ人しか受講できないように思われがちですが、これまで文系 · 理系を
問わず、さまざまな学生が受講してきました。授業の最後にあるグループワークでは、各自の専攻分野に関係なく、
みんな生き生きと取り組んでいます。本授業で学んだことは、幅広い場面で役立つはずです。副専攻を取るかどうか
迷っている人も、ぜひ気軽に受講してみてください。（眞鍋康子）

受講者の声

担当教員から
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選択必修（6単位以上）：

 必修（2単位）：

 必修（8単位）：

 選択必修（10単位以上）：

〇エクササイズ科学　〇スポーツ栄養学　〇認知と行動　
〇スポーツ ·健康と脳科学

〇人間健康科学概論

〇人間健康科学特別研究Ｉ· II

〇認知行動学　〇運動と栄養　〇スポーツ心理学　〇スポーツ機能解剖学
〇運動生理学　〇運動処方論　〇スポーツバイオロジー

 スポーツについて集中的に学びたい！ Plan 3
 教養科目群及び基盤科目群

 専門教育科目

 オススメ！ スポーツ· 健康と脳科学 （前期金曜１時限）

本授業では、運動 ·スポーツを習慣化するための基礎的素養の育成を目指し、身体活動 ·不活動と脳の健康の関連につ
いて神経科学およびスポーツ科学の視点から学びます。特に、身体活動／運動／スポーツの違いを正しく理解することで、
自身に合った健康増進の方法や、健康増進やスポーツ振興について自身の主専攻の観点も加えて考えられるようになる
ことを目指します。

健康寿命と平均寿命：現代日本が抱える課題とは？
精神疾患に罹患しないために：不活動を知る
スポーツを定義する：運動とスポーツはどう違う？
運動を発現・調節する脳のしくみ：感覚系の重要性

講義テーマ例

内容は身近な話題も多くて面白く、文系の私でも参加しやすい授業だった。
レポートが毎回フィードバックされるので、参加意欲の向上につながった。
生徒のコメントを多量に取り上げているのは興味深かった
グループワークをすることで、自分には思いつかなかった考えを知ることができた。
グループワークが苦手な私でも、毎回のグループワークが苦痛にならなかった。

本授業の最も大きな特徴は、毎授業の最後に講義内容を踏まえたグループワークを行うことです。同じ内容の講義
を聞いても、何を感じ考えるかは人によって大きく異なります。自分と異なる考えに触れることは、学びを深めるた
めに欠かせません。
正解のない問いにどう挑むのか。「スポーツ、健康、脳」をテーマにした授業ですが、この授業を通して正解のな

い問いに挑む力を育ててください。コミュニケーションに自信がない、という学生の参加も大歓迎です。（西島　壮）

受講者の声

担当教員から
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選択必修（6単位以上）：

 必修（2単位）：

 必修（8単位）：

 選択必修（10単位以上）：

  〇エクササイズ科学　〇スポーツ栄養学　〇運動生命医科学

〇人間健康科学概論

〇人間健康科学特別研究Ｉ· II

〇運動と栄養　〇スポーツバイオロジー　〇運動分子生物学　〇健康増進論　
〇運動生理学　〇運動処方論　〇代謝栄養学演習

   健康を運動と栄養の両側面から学びたい！ Plan 4
 教養科目群及び基盤科目群

 専門教育科目

 オススメ！

本授業では、運動に伴う筋肉や代謝の変化を「栄養」という視点から捉え、身体がどのようにエネルギーを使い、適
応していくのかを探ります。栄養素が細胞レベルでどのように作用するかを分子生物学や運動生理学の知見に基づいて
学ぶとともに、スポーツ現場での栄養戦略や最新の研究動向についても紹介します。科学的根拠に基づく思考力を養う
ことを目的としています。

エネルギーの摂取と消費：自分の食事や運動量を見直してみる
運動時の糖質 · 脂質代謝：運動の前後は何をどれくらい摂ったら良いのか
筋肥大とタンパク質摂取：筋トレの効果を引き出す
水分補給とサプリメント：正しい摂り方を科学的に考える

講義テーマ例

生物が専門ではなく最初は不安でしたが、やさしい言葉で説明してもらえたので理解が深まりました。
レポート課題では、自分の食事やサプリメントの取り方を振り返る良いきっかけになりました。
現在もスポーツをしているので、学んだ知識を実践に活かせそうです。正しい食事のとり方やその根拠を理解でき
ました。

スポーツをしている人、栄養や健康に関心のある人なら、どんな専攻の学生でも歓迎します。これまで生物を専攻
してこなかった文系の学生さんも多数履修しています。栄養と身体の関わりを細胞や分子のレベルで学びながら、「な
ぜそうなるのか」を科学的に考える力を養います。身近なテーマを通して、科学を楽しく理解できる授業を心がけて
います。（古市泰郎）

受講者の声

担当教員から

スポーツ栄養学  （前期木曜1時限）
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授業の詳細はCAMPUSSQUARE内のWEBシラバスを必ず確認してください。

エクササイズ科学（前期・木曜日・2時限）

認知と行動（前期 · 金曜日 ·1 時限）

行動生理学 （前期 · 金曜日 ·2 時限）

生体機能調節学 （後期 · 火曜日 ·1 時限）

スポーツ · 健康と脳科学 （前期 · 金曜日 ·1 時限）

（３）教養科目群及び基盤科目群の指定科目の紹介

担当者 山内 潤一郎 授業番号 X0080

 授業方針 · テーマ
エクササイズ科学の知識を基礎から応用まで、主に生体機能適応と神経 -筋生理学を体系的に学ぶ。

担当者 樋口 貴広 授業番号 X0087

 授業方針 · テーマ
脳の認知情報処理の視点から、人間の行動の不思議に迫る。認知科学 ·心理学の考え方が、スポーツ選手やエンター
テイナーの優れたパフォーマンス、ヒューマンエラー、こどもの発達など、社会的関心の高いトピックの理解に
どのように役立つかを解説する。

担当者 北 一郎 授業番号 X0113 

 授業方針 · テーマ
生物の基本行動を司る脳 · 神経メカニズムおよび生命維持に重要なホメオスタシスの制御機構について、脳科学・
神経生理学的観点から講義を行う。

担当者 眞鍋 康子   授業番号 X0133 

 授業方針 · テーマ
生体の機能とその調節機構について、細胞内での代謝調節機構から、全身の代謝調節機構にいたる過程を学ぶ。
本講義では、動物が有している生体の精巧な調節機構に焦点を当て、その理解を深める。

担当者 西島 壮    授業番号 X0153 

 授業方針 · テーマ
It is exercise alone that supports the spirits, and keeps the mind in vigor (Cicero, BC106-43). 一生涯、
我々は自身の身体と付き合い、生きていく。生涯を通じて健康であるために、運動・スポーツの実践が有効であ
ることは疑う余地がないが、運動・スポーツを始められない・続かないというという学生も多い。そこで本講義
では、運動・スポーツを習慣化するための基礎的素養の育成を目指し、身体活動・ 不活動と脳の健康の関連につ
いて神経科学およびスポーツ科学の視点から講義する。さらに健康増進やスポーツ振興について、最新の取り組
みを紹介する。 

11



運動生命医科学 （後期 · 金曜日 ·2 時限）

応用神経科学 （前期 · 月曜日 ·2 時限）

健康科学と生命科学 （前期 · 火曜日 ·1 時限）

スポーツ栄養学 （前期 · 木曜日 ·1 時限）

人間健康科学概論 （後期 · 月曜日 ·2 時限）

担当者 藤井 宣晴 授業番号 X0174 

 授業方針 · テーマ
身体運動がもたらす健康の恩恵効果、つまり健康を維持・増進し病気を改善する効果が、どのような仕組みで生
じるかを、医学・生命科学の視点から学ぶ。

担当者 西島 壮 授業番号 E0023 

 授業方針 · テーマ
21 世紀は「脳の世紀」と呼ばれるほど、脳科学は急速な発展を続けている。一方、メディアを通して研究成果が
過大解釈され、誤って伝えられることも多い。そこで本講義は、神経科学 (Neuroscience) の基礎とその限界を
学び、その知識を正しく応用するための脳科学リテラシーの修得を目指す。

担当者 眞鍋 康子 授業番号 E0021 

 授業方針 · テーマ
生物 · 分子生物学の基礎知識を学んだ上で、研究の推進に必須であるバイオ技術の基礎原理を学ぶ。さらに、最
新のバイオテクノロジーが我々の社会へどのように応用されているかについて学ぶ。

担当者 古市 泰郎 授業番号 X0188

 授業方針 · テーマ
スポーツ選手のパフォーマンスを向上させるために、どのような食事内容をどのように摂取すればよいかについ
てスポーツ栄養学の理論を紹介し、さらにその理由を細胞や分子レベルのメカニズムを通して解説する。

担当者 古市 泰郎、北 一郎、樋口 貴広、藤井 宣晴、眞鍋 康子、
山内 潤一郎、西島 壮、福原 和伸 授業番号 E0004

 授業方針 · テーマ
人間健康科学副専攻コースでは、人間の健康に関する科学をスポーツ、身体運動、栄養・食品科学の観点から幅
広く学ぶことを目的としている。本講義では、それらの専門分野の概要について、オムニバス形式で各分野を紹
介する。

（４）副専攻専門教育科目の紹介
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環境生理生化学 （後期 · 金曜日 ·2 時限）

運動処方論 （後期 · 月曜日 ·1 時限）

認知行動学 （後期 · 火曜日 ·2 時限）

行動神経科学 （後期 · 金曜日 ·2 時限）

スポーツバイオロジー （後期 · 金曜日 ·1 時限）

担当者 藤井 宣晴 授業番号 E0014 

 授業方針 · テーマ
運動に対する生体の適応の仕組みを中心に、内部環境および外部環境の変化に生体が巧みに適応する仕組みを、
生理・生化学的視点から学ぶ。わたし達は、走るとその速度に見合っただけ鼓動が高まって息が上がり、暑けれ
ば汗をかき、寒ければ震えがくる。また、気圧の低い高地に長く滞在すると、最初は息苦しくとも次第に身体が
慣れてくる。このように生体は、環境の変化に対して短期・長期に適応する能力を有している。その適応メカニ
ズムを考察することによって、生命に強靭さを与える身体機能の仕組みを理解する。

担当者 山内 潤一郎 授業番号 E0002

 授業方針 · テーマ
運動処方の理論を理解し、適切なプログラムの作成を行える知識を習得する。

担当者 樋口 貴広 授業番号 E0017

 授業方針 · テーマ
運動や行動を支える知覚 · 認知の働きについて講義する。認知的な情報処理の過程について基礎を学ぶとともに、
これらの話題がスポーツ、リハビリテーション、ヒューマンエラー、こころのストレスなどの諸問題にどのよう
に貢献するのかについて考えていく。

担当者 北 一郎 授業番号 E0001

 授業方針 · テーマ
行動の発現、特に本能行動を基本とする行動に焦点をあて、その脳内制御機構およびそれに伴う情動反応につい
て神経科学の観点から講義を行う。また、脳の可塑性に焦点を当て、さまざまな要因による脳の変化について講
義を行う。

担当者 古市 泰郎 授業番号 E0032

 授業方針 · テーマ
運動中および運動後の身体の反応を、生理・生化学的な観点から理解することを目的する。特に、骨格筋系、心
血管系、呼吸器系、神経筋系、代謝の変化に焦点を当て、身体の適応メカニズムを学ぶ。
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スポーツ心理学 （夏季集中）

先端健康医科学 （夏季集中）

スポーツ機能解剖学（夏季集中）

代謝栄養学演習（夏季集中）

運動分子生物学 （夏季集中）＊奇数年度開講

担当者 三宅 紀子 授業番号 E0008 

 授業方針 · テーマ
運動やスポーツの意義や効果を心理学的観点から理解することによって、運動やスポーツ活動とよりよい生活や
人間形成との関わりを知り、心身の健康増進への糸口とする。また、運動技能を獲得するメカニズムを理解し、
そこから効果的な運動やスポーツ指導のあり方を心理学的に究明する。さらには、競技スポーツの特異な心理的
世界についても解説を加える。

担当者 長屋 昌樹 授業番号 E0029 

 授業方針 · テーマ
『じぶんの体のこと、よくしってる??』 本講義では“いま(自分は)なぜふつうに生活できているか?を“ある細胞”
を例にとり進めていく。細胞生物学の基礎を学び、“なぜヒトは病気になるのか ?” 病気はなおるのか、病気はなお
せるのか ?を理解する。医学研究が我々の社会へどのように貢献しているのか ?について学ぶ。

担当者 勝又 宏 授業番号 E0010 

 授業方針 · テーマ
本講義はオンラインならびにオンデマンド形式を併用する形でおこなう。姿勢や動作に関与する骨格筋 - 関節の
構造および身体動作を力学的に分析するための基礎知識について講義を行う。それらをもとに身体内外における
種々の力の作用が動作を構成するするしくみについて解説する。

担当者 藤井 宣晴、眞鍋 康子、古市 泰郎 授業番号 E0030 

 授業方針 · テーマ
副専攻特別研究を進める上で必要な基礎となる研究方法について学び、研究をするための基礎演習と実践を行う。

担当者 藤井 宣晴、二歩　裕 授業番号 E0024

 授業方針 · テーマ
『分子生物学』とは、「生命は（物質）で構成されており、その機能も分子の性質や振る舞いによって決まる」、と
いう視点で生命の本質を探る科学分野である。これまでの生命観は何らかの「神秘性」をまとって語られること
が多かったが、分子生物学の台頭により、生物 · 生命に物理学や化学の法則を当てはめて考えられるようになり、
現代の奔流となっている。その背景を学ぶ。

14



運動生理学 （夏季集中）＊奇数年度開講

発達の心理と健康 （夏季集中）＊偶数年度開講

脳機能生理学 （夏季集中）＊偶数年度開講

運動と栄養 （夏季集中）＊偶数年度開講

人間健康科学特別研究Ⅰ · Ⅱ

健康増進論 （夏季集中）＊奇数年度開講

担当者 山内 潤一郎 授業番号 E0025

 授業方針 · テーマ
運動生理学の理論を通して、筋の構造と機能、運動時のエネルギー供給機構、エクササイズ · トレーニングの基
礎知識について理解し、生活習慣病改善などに対する運動の効果について広く学ぶ。

担当者 樋口 貴広、北 洋輔、福原 和伸 授業番号 E0026 

 授業方針 · テーマ
私たちは生まれてから多くのものを見聞きし、考え、今の生活に至っている。健やかな成長の背景にある認知の
メカニズムを学ぶともに、成長の各段階における行動との関連を考える。本講義では、発達に伴い変化する認知
について学ぶとともに、それが健康の諸問題とどのように結びつくのかについて、様々なトピックを紹介する。

担当者 北 一郎、雨宮 誠一朗 授業番号 E0027 

 授業方針 · テーマ
様々な行動に脳がどのように関与しているのか、あるいはどのような要因によって脳の機能・構造が変えられる
のかについて、神経生理学・生物学・生化学・心理学などの知見をふまえ学習する。

担当者 眞鍋 康子、石原 健吾 授業番号 E0031 

 授業方針 · テーマ
運動時のエネルギー代謝、必要とされる栄養の基礎を学ぶ。前半は健康と筋の関係や筋の種類についての基礎を
学ぶ。後半は、健康の維持増進・競技力向上の視点からスポーツ栄養学の基礎的トピックについて概観する。栄
養素の消化吸収代謝を軸に、運動の種類や強度、持続時間、目的に応じた適切な栄養摂取方法を学ぶ。

担当者 藤井 宣晴、北 一郎、山内 潤一郎、樋口 貴広、眞鍋 康子、
西島 壮、古市 泰郎 授業番号 E0019

E0020

 授業方針 · テーマ
「人間健康科学」に関する特別研究をすすめるうえで、人間と健康に係わる問題を行動や適応、運動やスポーツ、
栄養と食品などからのアプローチを軸に、科学的に解明するための基礎を学び、研究をおこなう。

担当者 西島 壮、田邉 解 授業番号 E0028

 授業方針 · テーマ
現代人の身体活動量は減少し、これが生活習慣病や精神疾患を発症する主因となっている。すなわち、現代社会
において健康を増進することは身体活動を増進することに等しい。そこで本授業では、身体活動疫学の研究成果
をもとにヘルスリテラシーを高め、身体活動増進を実現させるためにどうすればよいか考えていく。
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５．特別研究

3 年次あるいは 4年次で行う特別研究の流れ（スケジュール）について紹介します。

（１）特別研究の流れ

興味のある分野について知る

受入研究室の相談 · 決定

研究活動の開始

研究内容のまとめ · 発表準備

特別研究発表会

修了

1〜2年

1月頃

4 月

11 月頃

12 月上旬

人間健康科学副専攻コースの授業を履修し、自分が興味のある分野について学びます。
各教員が研究内容を紹介する「人間健康科学概論（後期月曜２時限・必修）」を受講することを
お勧めします（3年次以降でも可能）。

特別研究を行いたい研究室の教員にメールで連絡し、面接をします。
研究テーマや進め方、スケジュールについて相談して決めましょう。

研究室に所属して調査や実験、分析を行います。
先生や先輩のアドバイスを受けながら、自分のテーマに取り組みます。

調査や実験の結果をまとめ、発表の準備を進めます。
発表タイトルを報告し、ポスターやスライドを作成します。

研究成果を発表します。教員や学生との質疑応答を通して、自分の研究を振り返ります。
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様々な主専攻の学生が、健康・運動・栄養に関する特別研究に取り組んでいます。以下はその一例です。

（２）特別研究テーマ

主専攻 副専攻特別研究課題

都市環境・観光 温泉旅行による睡眠改善効果 Nof1 試験による検討

人文・人文 ジャグリングに重要なボールの空間位置の特定

経済・経済経営 食餌中のリジン制限は身体活動量を減少させるのか？

法学・政治 活性酸素が脳海馬において細胞増殖を促進する可能性の検討

都市環境・地理 カテキンは運動が脳へもたらす効果を増強するか

都市環境・環境 視線位置の変化が高齢者の方向転換動作に与える影

理学・生命科学 グルコース濃度の違いよる筋芽細胞の代謝変化

理学・生命科学 Musashi-2 の欠損がミオグロビンmRNAの安定性に及ぼす影響

理学・生命科学 もらい泣きしやすさを決定する要因　-共感力は重要か -

理学・化学 筋芽細胞における受容体Xが細胞増殖に与える影響

都市環境・建築学 高齢者の障害物回避における事前の歩行調整能力

健康福祉・理学療法 マウスは周りの景色を手がかりに運動しているのか？

健康福祉・作業 両手協応運動のタイミング制御における加齢の影響
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特別研究ではヘルスプロモーションサイエンス学域の専任教員の研究室にて研究をおこないます。研究室の概要は
下記のとおりです。

（3）研究室紹介

筋肉は、ただ体を動かすだけでなく、健康を支える大切な役割を持っています。筋肉の量や質を保つことは、病気
の予防や改善にもつながります。本研究室では、運動がどのような機序で健康維持に関わるかを、筋肉（骨格筋）に
注目して解き明かします。また、運動だけでなく、栄養・食品成分が筋肉の維持とどのように関係するかも明らかに
していくことで、「運動」、「食事」、「健康」の関連性を解明します。

骨格筋は様々な
ホルモン（マイ
オカイン）を分
泌することで他
臓器と連関して
います。どのようなマイオカインが、
どのような機序で健康維持に関わ
るかについて研究しています。

筋細胞の中で
も持久力の高
い 遅 筋 細 胞
（Type I 細胞）
がどのように
維持・誘導されるかを明らかにし、
筋持久力の維持に向けた基礎研究
を行っています。

糖尿病患者では、遅
筋細胞で筋萎縮が
優先的に進みます。
この原因を調べる
ために、筋細胞の
収縮力を測定する系を開発し、その
機序の解明に取り組んでいます。

マイオカインは健康の鍵と
なるか？

持久筋を維持する機序の
研究

糖尿病で筋萎縮が生じる
原因の解明

運動分子生物学研究室 〇藤井宣晴　〇眞鍋康子

人々の健康維持やアスリートの競技力向上のために、骨格筋に焦点を当て、運動生理学や細胞生物学の視点から研
究を進めています。骨格筋を強化するメカニズムを細胞レベルで明らかにするとともに、再生医療や運動処方を見据
えた基礎研究と応用研究を進めます。

上記以外にも、骨格筋をスポーツ科学や栄養学など様々な角度から研究しています。
研究室見学はいつでも歓迎しています。お気軽にご相談ください。

筋再生の謎を解き、健康科学の未来を切り拓く。

筋再生適応学研究室 ○古市 泰郎

研究室
ホームページ

骨格筋の可塑性とは、運動や加齢
によって筋量や筋力が変化するこ
とです。当研究室では、筋可塑性
の仕組みを解明し、筋萎縮治療や
効果的なトレーニング方法に活か
す研究を行っています。

筋萎縮を治す方法の一つとして、
筋肉の細胞を移植する再生医療
が注目されています。当研究室
では、筋幹細胞をより効率よく
培養し、生着させるための基礎
研究を進めています。

骨格筋のエネルギー代謝のしく
みを研究し、運動や栄養が筋肉
のエネルギー供給や疲れにくさ
にどのように関わるのかを探っ
ています。

筋可塑性の制御機構 筋の再生医療法の開発 筋代謝と栄養の研究
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動作における神経 - 筋収縮機構のメカニズムや特殊環境下における生体機能適応システムの解明を軸に身体能力向
上と生体機能の可能性と不思議を探求しています。

ヒトの身体は不思議と可能性に満ち溢れている。
我が研究室では少年少女の時に大人になったら出来ると思っていたことを未だにいつかできると望んで研究に取り

組んでいる。ちょっと難しく言うと、ヒト動作における神経 - 筋生理学や特殊環境下における生体機能適応システム
の解明を軸に身体能力向上と生体機能の可能性と不思議を探求している。なんか偉そうで野望も大きいが、やってい
ることはものすごーくシンプル。エクササイズ中の筋の電気活動をみたり、皮膚や筋の血流をみたり、MRI や電気刺
激装置なども使い、様々な角度から既成概念にとらわれずに不思議を探求している。研究で得られた成果を基にシン
プルで斬新なライフサイエンス理論と実践を体系的に構築していきたい。

これらの知識や知見を基に、障害者や高齢者のリハビリテーションへ応用、身体機能補強装置などを開発できない
だろうか？そうすれば直接的に社会貢献もできる。

ヒトが効率良く速く走るために、あるいは高く跳ぶためにはどのようにしたらよいのだろうか？

ヒトはいかにして筋肉を大きくすること、あるいは筋力を強くすることができるのだろうか？

ヒトが宇宙、高山、深海、寒冷地、灼熱地などの特殊な極地で生きていくためにどうしたらいいのだろうか？

身近にあるもの（掃除機、ドライヤーなど）を用いて、血行や代謝を改善することはできないだろうか？

生体機能 · 神経 - 筋生理学研究室 ○山内 潤一郎

人間の行動を、知覚・認知の観点からひも解くことを目指しています。視覚や体性感覚といった感覚情報の知覚や、
注意や記憶などの認知機能は、私たちの運動を形作る重要な要素です。私たちの研究室では、運動を支える知覚・認
知機能を理解することで、“元気な高齢者でも転んでしまう理由 ”や、“ 何度練習を繰り返しても上達しない理由 ”を
明らかにし、運動の支援に役立つ情報を提供すること目指しています。

研究室の研究紹介に加え、ほぼ毎週、様々な情報
を発信しています。研究にご関心ある方は、まず
Webサイトをご覧ください。

三次元動作解析、視線計測などの
動作分析とVR技術を駆使した実
験を行っています。

転倒に結び付く歩行の問題を、
VR 環境下での練習で改善する
試みを行っています。

VRを用いたスポーツ初心者の学
習支援開発に取り組んでいます。

動作解析 × VR 高齢者の歩行支援 スポーツ初心者の予測力改善

知覚運動制御研究室 ○樋口 貴広　○福原 和伸

研究室 Web
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運動・身体活動が脳機能を高めるメカニズムや不活動の弊害について、神経科学的手法を用いて研究しています。
運動・スポーツにより積極的に身体を動かすことの新たな意義を考え、提唱することを目指します。

スポーツ神経科学研究室 ○西島　壮

行動の詳細な観察と脳神経系の機能・構造の解析を同時に行い、さまざまな行動発現の背景にある脳内メカニズム
の解明を目指しています。特に、生物の行動に関わるストレス、覚醒、情動反応をターゲットとして、「脳を守る／
脳機能を高める能動的方略」の探索を進めています。

 脳内メカニズムを知ることで、脳の活性化や安定化、心身のリラクゼーションをコントロールし、
「健やかなこころとからだ」の維持・増進に貢献できるよう研究を進めています。

神経の可塑的変化
（神経活動・感受性・神経新生）

機能と構造の解明
（脳領域・神経伝達物質）

神経ネットワーク
（解剖学的・機能的接続）

抗うつ・抗不安作用
（セロトニン・ストレス）

社会性・共感性向上効果
（オキシトシン・情動）

至適運動条件の探索
（運動様式・運動強度）

呼吸の意義
（情動・認知・自律神経）

呼吸法の至適条件
（頻度・リズム・様式）

あくびと情動
（神経機構・ストレス・覚醒）

ニューロンをみる！ 運動は脳を変える！ 呼吸で脳を整える！

行動を調節する脳、行動で変わる脳

行動生理学研究室 ○北 一郎　＊ 2026年度末に定年退官予定
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Research Topics 1
運動による海馬機能の向上

Research Topics 2
活動意欲・身体活動量の規定因子

なぜ運動は海馬機能を高めるのか？
運動効果をさらに高めるためには？
　　　運動・栄養の相乗作用

運動は海馬の神経細胞を増やす 活動意欲を刺激できれば・・・

活動意欲を高める介入方法？
活動意欲を低下させる危険因子？

課　題 課　題



（4）先輩の声

人間健康科学副専攻コースで特別研究を行った先輩の声を紹介します。

髙 ほのか さん

所属：人文社会学部 人文学科 ドイツ語圏文化論教室
特別研究実施年度：2022年度
所属研究室：知覚運動制御研究室

１．どのようにして研究室を選びましたか？

２．実際に取り組んだ研究テーマについて教えてください。

３．特別研究はどのようなペース・スケジュールで進めましたか？授業や主専攻との両立はどうでしたか？

４．成果発表会ではどんな経験をしましたか？印象に残っていることを教えてください。

５．副専攻での学びが今後どのように役立つと思いますか？

知覚運動制御研究室を選んだきっかけは、1年生の時に「認知行動学」を受講したことです。
当時は副専攻コースを履修しようとは全く考えておらず、この講義プログラムの 1つである、ブラインドサッカー

を体験してみたいという軽い気持ちで受講しました。しかし実際に受講してみると、「緊張すると失敗しやすいのは
なぜか」「世界的に活躍するスポーツ選手は一般の人と比べて何が優れているのか」といった、誰もがこれまで 1度
は考えたことがあるような身近な話題を専門的な視点から探求するという研究内容に惹かれました。特に、文系学生
でも無理なく理解できる内容だったことに親しみを感じました。その後、2年生の時に 1年間研究室を見学する機会
をいただき、樋口先生や大学院生の方々の人柄や考え方に触れる中で、自分もこのような環境で研究したいと感じ、
この研究室を選びました。

「ジャグリングに重要なボールの空間位置の特定」というテーマで研究しました。私は高校時代にジャグリング部
に所属しており、ボールジャグリングを練習する中で、頂点のボールを見ることが大切だと感じていました。そこで、
その感覚は本当に正しいのかを検証したいと思い、テーマに選びました。文献を調べてみると、「背景を含めた頂点
付近の情報が重要」という説と「頂点付近のボールのみの情報が重要」という説があることを知り、ジャグリングが
学術的にどのように捉えられているのかを学ぶきっかけになりました。

3年生のときに特別研究を履修し、1年間、週に1度、講義のない時間に2～ 3時間ほど研究室で活動していました。
主専攻との両立も無理なくできていて、むしろ主専攻で行き詰まったときには、研究室で過ごす時間が良い気分転換
になっていました。研究内容が異なる分、新しい視点や刺激をもらうことも多くとても有意義な時間でした。

Zoomでの発表をしました。ジャグリングというユニークなテーマだったこともあり、多くの人が聴きに来てくだ
さりとても嬉しかったです。一方で、「なぜこのような結果になったと思いますか？」という質問に答えられなかっ
たことが印象に残っています。結果が出たことに満足して考察が浅かったことに気が付かされました。その時初めて、
研究の面白さとは「結果を出すこと」ではなく、「その理由を考えること」にあるのだと実感しました。

私は今、言語聴覚士という、コミュニケーション・ことば・きこえ・食べることを支える専門職（国家資格）を志
して学校に通っています。実習では、難聴をもつお子さんや失語症を持つ方と関わる中で「あ、今、気持ちが通い合っ
た気がする！」と思う瞬間がありました。この感覚を他の人にも分かってもらうために、視線が合った回数や会話の
やり取りが成立した回数を数えるなど、数値化して目に見える形で示すことを試みています。自分の感覚を客観的に
捉えて伝えるという考え方は副専攻での学びと深くつながっていると感じています。将来現場で働くようになっても、
きっと副専攻での経験は私の中で大切な軸として残り続けると思います。
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６．最後に、これから履修を考えている学生へのメッセージをお願いします。

１．どのようにして研究室を選びましたか？

２．実際に取り組んだ研究テーマについて教えてください。

３．特別研究はどのようなペース・スケジュールで進めましたか？授業や主専攻との両立はどうでしたか？

４．成果発表会ではどんな経験をしましたか？印象に残っていることを教えてください。

５．副専攻での学びが今後どのように役立つと思いますか？

大学を卒業してから、想像もしなかったような経験をしている同世代の友人たちに出会いました。例えば、海外で
高速道路の建設に携わっていた人や登山部で読図力や登山技術を競う大会に出場していた人など、本当にユニークな
経験を持つ人ばかりです。そうした人たちと話す中で改めて気が付いたのは、「主専攻と副専攻の両方を修了している」
という経験も実はとても珍しく貴重だということです。修了証書を 2つ持っている写真を見せると、「すごい！」「う
らやましい！」とよく言われます。この副専攻コースはもちろん学問的にも意義のあるプログラムですが、自分らし
さを伝える人生のエピソードとしても特別な経験になると思います。もしかすると、文系学生には難しそうと感じて
履修を躊躇する人もいるかもしれません。ですが、東京都立大学で過ごす 4年間という限られた時間の中で自分の世
界を広げられる機会としてぜひ挑戦してみてほしいです。私は、生まれ変わってもまたこの副専攻をとりたいと思う
ほど、充実した時間を過ごすことができました。まずは、気軽に講義を覗いてみてください。

副専攻を選んだ理由の一つは、主専攻では学びにくい医療や健康に関する分野を深く学びたいと思ったからです。
古市研究室では、骨格筋の運動や代謝調節に関する研究を動物実験を通して行っており、骨格筋の再生や適応の仕組
みを学ぶとともに、医療分野の実践的な研究に取り組めると考え、この研究室を選びました。

古市研究室で新たに見つかった「筋芽細胞に発現する受容体X」の機能を明らかにする研究に取り組みました。先
行研究をもとに、受容体Xを筋芽細胞に過剰に発現させたときに、細胞の増殖が活性化されるかどうかを調べました。
具体的には、筋芽細胞に受容体Xを導入し、ウェスタンブロット法を用いてタンパク質量を定量することでその影響
を評価しました。

平日の週 1-2 回ほど、主専攻の授業が無い日の午前中などを使って実験を行いました。１日がかりの実験は夏休み
や土日を使って行っていました。主専攻の課題やテスト勉強に支障が出ないよう、決まった実験日は設けず適宜相談
しながら柔軟に対応していただき、無理なく進めることができました。

特に印象に残っているのは、先生や先輩方からの質問です。細かい実験手法や結果の解釈など、様々な角度から意
見をもらい自分の研究をより深く理解できました。発表の準備や質疑応答を通して、実験の目的やデータの意味を改
めて整理することができたと同時に、自分の考えを論理的に伝える力が身についたと感じています。

私は健康科学や生理生化学に興味があったため、主に Plan2 に沿って授業や研究室を選びました。授業では、病気
の仕組みや体の働きについて深く学ぶことができ、健康的な生活を意識するうえでも役立つ知識を得られました。ま
た特別研究では、研究内容を分かりやすくまとめる工夫や、先生や先輩方の質問から得た新たな視点など、今後の研
究や発表に役立つ経験や力を身につけることができました。

齋藤 優音 さん

所属：理学部 化学科
特別研究実施年度：2024年度
所属研究室：筋再生適応学研究室
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６．最後に、これから履修を考えている学生へのメッセージをお願いします。

授業では、自分の体や健康について深く考えるきっかけが得られました。特別研究では、実践的な実験手法を体験
するだけでなく、得られた結果を考察し次のステップを考える過程を通して、「研究する」ということを実感できました。
副専攻に関わる先生や先輩方はとても親切で、スケジュールや主専攻との両立なども相談しながら無理なくコースを
修了できると思います。最後に、この分野に少しでも興味がある人は、知識や経験の面で想像以上に得るものがある
と思いますので、ぜひ履修を検討してみてください。　

１．どのようにして研究室を選びましたか？

２．実際に取り組んだ研究テーマについて教えてください。

３．特別研究はどのようなペース・スケジュールで進めましたか？授業や主専攻との両立はどうでしたか？

副専攻のプログラムの中で、授業内容や先輩方の研究発表を通して興味のある研究室を探しました。特に印象に残っ
ているのは、教養科目「認知と行動」で扱われた「不器用な子にとってのスポーツの意味」という話題です。私は運
動が苦手で、小中高を通して体育に苦手意識がありました。副専攻で健康について学ぶうちに、同じように運動が得
意でない子どもたちを理解し、なぜ運動が苦手なのか、またどうすれば上達につながるのかを科学的に探りたいと思
うようになりました。認知科学の視点から運動の学習や意味を考えるというアプローチに強く惹かれ、知覚運動制御
研究室での特別研究を行いました。

特別研究では、研究室の先輩の研究を手伝う形で取り組みました。テーマは、「バーチャルリアリティ（VR）を活用し、
頭部運動を誘導することでボール捕球能力の改善を目指す」というものです。技術を使って不器用な子の運動支援を
するという考え方に惹かれました。研究では、実環境とVR環境での捕球成功率の差を縮めるための方法を検討しま
した。先輩が開発していたVRのボールキャッチシステムでは、現実環境に比べてVR環境で捕球成功率が低いとい
う課題がありました。そこで、手の位置を固定した状態で捕球動作を行い、捕球成功率が向上するかを分析しました。
VRでは現実のようなボールが当たって痛いということがなく、恐怖感を抑えながらゲーム感覚で繰り返し練習が

できるという利点があります。さらに、捕球の成功判定を現実よりも柔軟に設定できるため、成功体験を積みやすい
点も魅力だと感じました。

主専攻の卒業研究との兼ね合いを考え、3年次に特別研究を行いました。2年生の 2月頃に研究室訪問を行い、ど
のような研究に取り組めるかを相談しました。3年生の 4月に特別研究を開始し、大学院生の先輩の研究を手伝う形
でデータを取りながら勉強していきました。これまでの実験結果をもとに 9月頃に追加検証を行い、12月の成果発
表に向けて解析と資料作成に取り組みました。
主専攻の実習やサークル活動で忙しい時期もありましたが、先輩と相談しながら計画的に進めることで無理なく両

立できました。

豆腐谷 茉莉 さん

所属：理学部生命科学科
特別研究実施年度：2023年度
所属研究室：知覚運動制御研究室

４．成果発表会ではどんな経験をしましたか？印象に残っていることを教えてください。

発表当日はとても緊張しましたが、いろんな人が自分の研究に興味を持って話を聞いて質問していただけたことが
嬉しかったです。想定問答集を準備して臨みましたが、予想していなかった角度からの質問を受けた際には焦りまし
た。その一方で、質問の背景を考えながら相手の意図を理解しようと努めることで、自分の研究をより客観的に捉え
直す機会になりました。わかりやすく短く、正確に説明する練習は、主専攻でも役立っています。
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６．最後に、これから履修を考えている学生へのメッセージをお願いします。

最初は就職活動にも役立つかもしれないと思い副専攻を履修しましたが、実際に取り組むうちに、自分の興味や視
野が大きく広がったと感じています。苦手だと思っていた運動に対して、研究という形で新たな関心を持てたことは、
自分でも意外な発見でした。少しでも興味を持ったテーマがあれば、ぜひ挑戦してみてください。新しい分野に触れ
ることで、自分の可能性を広げる貴重な経験になると思います。

５．副専攻での学びが今後どのように役立つと思いますか？

副専攻で身につけたプレゼンテーション資料の作成方法や、論文の読み方・構成の理解は、主専攻でも大きく役立っ
ています。また、健康や身体に関する基礎的な知識は、今後自分自身が健康に生きていく上でも貴重な学びとなりま
した。今後はヘルスプロモーション学域の大学院に進学し、認知科学の視点から運動が苦手な子どもたちの支援につ
ながるような研究を行いたいと考えています。
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６．Ｑ＆Ａ

A.  まずはコースが提供している科目のなかで、受講したい科目を吟味してください。各教養科目・専門科目共に1年
次から受講できます。正式にコースを履修するためには、２年次後期あるいは３年次前期（概ねWeb履修申請時
期）に、副専攻コースの履修申請をおこなう必要があります。履修申出時期の詳細については、ホームページおよ
びkibacoでお知らせします。

A.  理系学生は 4年次になると卒業研究が忙しくなるために、3年次をお勧めしています。ただ 3年次の実習が
忙しく 4年次の方が良い場合は、4年次でも可能です。文系の学生は、3年次でも 4年次でも自身の都合に
合わせて特別研究をしています。

A.   できます。これまでに健康福祉学部の学生もシステムデザイン学部の学生も副専攻を修了しています。ただ
し 1年次のうちの履修計画が大事になるので、早めに副専攻教務委員に相談してください。（20ページ、問
い合わせ先参照）

A.  特別研究を開始する前までに受講することが望ましいですが、無理である場合は卒業までに受講すればよいです。

A.  できます。履修取り下げが成績証明に記録として残ることもありません。従って、コース履修の可能性をもってお
きたい場合には、２年次後期あるいは３年次前期に、副専攻コースの履修申請を積極的におこなってください。

A.  「人間健康科学概論」や各先生の副専攻の専門授業をうけることで、先生方の研究の興味や実際の研究内容を
知ることができます。3年次、または 4年次になるタイミングで興味もった先生に直接話を聞きに行き、指
導をお願いしたい先生を決定してから、指導教員と話し合い研究テーマを決めます。1月中に履修申し出者
にメールにて案内し、2月中にテーマを決定します。

A.   制度上は両立可能です。ただしいずれも主専攻の履修に加えて履修するコースのため、全てを履修するには
一定の限界があります（年間の取得単位数の制限もあります）。学年が進むにつれ、いずれかを選択するといっ
た工夫も必要です。

Q.  コースを履修するにはどうしたらよいですか？

Q.  3 年次と 4 年次どちらで特別研究をすればよいでしょうか？

Q.  学年が上がって荒川キャンパスや日野キャンパスに行っても特別研究はできますか？

Q.  必修科目「人間健康科学概論」は 2 年次までに受講する必要があるのでしょうか？

Q.  コース履修を取り下げることはできますか？

Q.  特別研究のテーマはどのように決めるのですか？

Q.  他の副専攻コースや教職課程と両立できますか？
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A.   まずは教養科目ならびに副専攻専門科目の中から、興味がある授業を探してみてください。各授業のシラバス
は、都立大のCampusSquareより閲覧できます。教養科目の指定科目を受講すると、主専攻の卒業単位に加え、
副専攻コース修了のための単位として認められます。またコースの修了を目指さなくても、専門科目を受講で
きます。4月にコース履修ガイダンスを実施します。修了に興味がある人は参加を検討してください。

A.   1年次で受講できなくても2～4年次で受講することができます。教養科目ならびに副専攻専門科目は、何年
次でも受講できます。夏季集中授業として提供している専門科目が多くあります。前期・後期とも他科目との
重なりで受講が難しい場合、夏季集中科目の受講を検討してください。夏季集中科目一覧は、人間健康科学副
専攻コースのWebページを参照してください。

A.   2 年次後期あるいは3年次前期の履修申請期間です。人間健康科学副専攻コースを正式に履修するには、2年
次後期あるいは3年次前期の履修申出期間に、「副専攻コース履修申出書」を理系学務課（ヘルスプロモーショ
ンサイエンス学域担当）へ提出します。
副専攻コース履修後に修了を断念したとしても、卒業証明書などにその履歴が残ることはありません。

A.   自分の興味があるテーマで特別研究を行います。3年次または4年次に、希望する研究室を選択し、特別研究
を行います。どちらの学年で行うかは、4年次の主専攻での活動や就職活動等の忙しさにより判断します。こ
こ最近は3年次に履修する学生さんが過半数を占めています。主専攻の活動を妨げない範囲内で実施します。
例年12月に成果発表会を行っています。

Q.  1 年次の時に何をすればよいですか？

Q.  受講したい授業が主専攻の授業と重なって受講できないときはどうればよいですか？

Q.  コース履修の決定はいつですか？

Q.  コースを履修したら何をするのですか？

A.  健康に関する問題の中でも、運動・適応・スポーツ・栄養・認知・行動の問題を深く学ぶことができます。3
年次のうちに特別研究を履修し、その内容を就職活動における面接で活用できた、といった修了生の声もあ
ります。

A.   これまでのところ、副専攻を志望した学生の主専攻は多岐にわたっており、ほぼ全ての学部で副専攻を修了し
た履歴があります。学科によっては修了するためのハードルが高い場合がありますが、工夫することで両立は
可能です。

A.   副専攻コースの履修・修了を希望しない学生でも、コースが提供する専門科目を履修することが可能です。興
味がある科目があれば、ぜひ受講してください。

Q.  人間健康科学副専攻コースを履修するとどんなメリットがありますか？

Q.  主専攻との両立ができるか心配です。

Q.  専門科目の授業だけを履修したいです。
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７．履修者の声

実際に履修している学生・修了生に聞いてみました！

人間のしくみについて知らないことがたくさんあることに面白さを感じ、探究してみたいと興味を持った

主専攻とは別の角度から健康に関する知識を得たかったため

新たな知見を手に入れることができると同時に、主専攻の分野でもそのことを活かすことができるのではと考
えたから

３年次から研究室に入れることに魅力を感じたから

研究を人の健康に還元できるという、研究の型に魅かれたから

副専攻で勉強した内容を結びつけて考えることで、主専攻の学びを深めることにつながった。

学科で習った内容と身近な内容の関係性が分かったりして、学習のモチベーションを持てる。

専門学科や日常生活に役立つ知識や考え方、研究方法を学ぶことができた。

大学院に進むか就職するかを判断するのに、副専攻での研究体験が大いに参考になった。

卒業研究をする上で研究の組み立て方がしやすくなった。

専門的な実験を行うことができるため、技術力や思考力を他の人よりも早い段階で身に付けることができた。

自分の関心を心ゆくまで追求し、主専攻での学びと共に、人間に関する知見を広げることができた。

就職活動中、大学での学びについて聞かれた際に、多角的な視点を以て勉強してきた経験、興味を追及し続け
られる姿勢をアピールすることができた。

なぜ人間健康科学副専攻コースを履修しようと思ったか教えてください。

人間健康科学副専攻コースを実際に履修してみて、良かったと思うことがあれば教えてください。
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８．教員一覧

教員名 職位 専門分野 Email Lab HP

北 一郎 
( きた いちろう )

＊ 2026年度末に定年退官予定
教授 行動生理学 kita-ichiro[@]tmu.ac.jp HP

藤井 宣晴
 ( ふじい のぶはる )

教授 運動分子生物学 fujiin[@]tmu.ac.jp HP

樋口 貴広
 ( ひぐち たかひろ )

教授 認知科学・実験心理学 higuchit[@]tmu.ac.jp HP

眞鍋 康子
 ( まなべ やすこ )

教授 細胞生物学・代謝栄養学 ymanabe[@]tmu.ac.jp HP

山内 潤一郎
 ( やまうち じゅんいちろう )

准教授 生体機能・神経 -筋生理学 yamauchi[@]tmu.ac.jp

西島 壮
 ( にしじま たけし )

准教授 スポーツ神経科学 t-nishijima[@]tmu.ac.jp HP

古市 泰郎 
( ふるいち やすろう )

准教授 筋再生適応学 furuichi[@]tmu.ac.jp HP

福原 和伸
 ( ふくはら かずのぶ )

助教
スポーツ科学・スポーツ心

理学
fukuhara[@]tmu.ac.jp HP

 
各教員の詳細については、各教員のHPをクリックしてください。

*Email については、@マークの前後のカッコを外してください。
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９．問い合わせ先

人間健康科学副専攻コースの詳細は、Webページをご覧ください。
ガイダンス（4月実施）や、夏季集中講義などについて、最新の情報が入手できます。

〒 192-0397　
東京都八王子市南大沢 1-1
東京都立大学　南大沢キャンパス 13号館
古市 泰郎
E-mail: furuichi[@]tmu.ac.jp

問い合わせ先

副専攻　健康
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